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昭
和
二
十
八
年
度
施
政
方
針
 

村
 

長
 

全
国
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
賞
に
 

輝
き
、
又
一
月
三
十
一
日
に
は
全
国
優
良
 

町
村
と
し
て
福
岡
県
下
唯
一
の
全
国
町
村
 

長
会
長
賞
に
再
度
名
声
を
あ
げ
た
．
本
村
 

政
史
上
空
前
の
年
で
あ
る
．
昭
和
二
十
七
 

年
度
こ
そ
名
実
共
に
方
城
村
飛
躍
の
年
で
 

外
に
は
前
述
の
通
り
の
表
彰
あ
り
、
内
に
 

は
各
種
事
業
面
に
多
く
の
業
績
を
あ
げ
得
 

ま
し
た
．
即
ち
弁
城
校
の
増
築
・
改
築
、
 

伊
方
小
学
校
講
堂
の
修
築
、
中
学
校
運
動
 

場
の
建
設
、
第
一
期
幹
線
道
路
の
竣
円
 

消
防
自
動
軍
の
購
人
、
火
葬
場
の
建
設
等
 

多
く
の
事
業
を
遂
行
い
た
し
得
ま
し
た
事
 

は
、
一
に
決
議
機
関
の
議
会
議
員
各
位
の
 

理
解
と
協
力
の
結
果
と
深
く
御
礼
申
上
ま
 

す． 
昭
和
二
十
八
年
度
施
政
の
一
端
を
申
し
述
 

べ
ま
す
．
 

第
一
行
政
機
構
に
つ
き
ま
し
て
は
、
士
一
 

月
村
会
で
定
員
条
例
の
決
定
を
見
ま
し
た
 

の
で
其
の
線
に
て
、
よ
り
良
き
効
果
的
事
 

務
の
遂
行
を
期
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
 

す
．
只
数
育
委
員
会
法
に
よ
る
教
育
長
設
 

置
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
件
に
関
し
 

て
は
目
ド
の
処
教
育
委
員
会
に
任
命
権
が
 

あ
り
ま
す
の
で
、
吾
A
町
村
長
と
し
て
は
 

ど
こ
ま
で
も
教
育
委
員
会
は
町
村
長
の
諮
 

問
機
関
と
せ
ら
れ
た
い
事
を
要
留
し
て
い
 

ま
す
の
で
、
そ
の
線
に
て
将
来
法
の
改
正
 

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
現
在
の
処
 

各
町
村
の
模
様
も
参
酌
し
一
応
当
初
予
算
 

に
は
教
育
長
の
報
酬
も
計
上
い
た
し
ま
し
 

た． 
国
民
健
康
保
険
療
養
給
付
開
始
に
よ
り
、
 

直
営
診
療
折
の
利
用
は
益
A
増
加
す
る
も
 

の
と
思
わ
れ
、
運
営
協
議
会
よ
り
の
要
望
 

も
あ
り
、
事
務
員
一
名
の
増
員
は
必
至
の
 

模
様
で
あ
り
ま
す
．
 

第
二
に
土
木
行
政
で
あ
り
ま
す
が
、
本
村
 

は
小
刑
中
灰
坑
の
開
坑
と
方
城
炭
坑
の
企
業
 

合
理
化
に
よ
り
、
人
口
の
増
加
は
近
年
著
 

し
い
も
の
が
あ
り
、
現
在
一
大
五
（
又
〕
人
 

の
推
足
人
ロ
で
赤
池
町
・
糸
田
町
を
凌
駕
 

す
る
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
一
面
鉱
業
被
 

害
は
極
め
て
甚
大
で
、
飲
料
水
の
澗
渇
と
 

混
既
用
水
の
不
足
は
本
村
百
年
の
大
計
上
 

非
常
に
憂
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
り
ま
す
．
 

是
が
打
開
策
は
一
大
ダ
ム
の
建
設
よ
り
外
 

に
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
．
是
に
は
莫
大
な
 

費
用
を
要
し
ま
す
．
幸
い
に
し
て
議
会
方
 

面
の
協
力
を
得
ま
し
て
本
年
は
研
究
の
年
 

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
宝
見
橋
も
目
下
 

の
交
通
量
に
比
較
し
極
め
て
狭
隣
で
、
且
 

つ
鉱
害
五
甚
だ
し
い
の
で
本
件
に
関
し
て
 

も
改
修
促
進
に
一
大
運
動
を
展
開
す
る
必
 

要
あ
る
事
を
痛
感
い
た
し
ま
す
．
 

第
三
、
文
化
施
設
で
は
伊
方
校
特
別
鉱
雪
 

復
旧
費
も
目
下
査
定
額
四
二
七
万
円
で
あ
 

り
ま
す
が
、
本
年
度
中
相
当
額
の
村
費
も
 

注
人
し
、
是
非
本
館
】
棟
十
四
教
室
程
度
 

の
改
築
を
実
施
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
 

近
年
公
共
建
物
の
火
災
が
頻
発
の
状
況
で
 

あ
り
ま
す
の
で
、
万
一
の
場
合
を
考
慮
し
 

一
大
消
防
用
水
を
中
学
と
伊
方
小
学
校
の
 

中
間
附
近
に
設
臓
い
た
し
た
い
考
え
で
あ
 

り
ま
す
．
各
種
団
体
の
育
生
、
公
民
分
館
 

活
動
の
促
進
も
昨
年
末
R
c
A
映
写
機
の
 

購
入
に
よ
り
一
段
と
活
発
化
し
て
い
ま
す
 

の
で
、
一
層
推
進
す
べ
く
督
励
し
て
い
ま
 

す． 
第
四
、
本
村
の
財
政
面
で
あ
り
ま
す
が
昭
 

利
一
十
七
年
度
に
於
て
は
、
村
民
椀
一
一
 

・
（
〕
U
万
円
、
固
定
資
産
税
一
一
・
〇
O
 

万
円
、
鉱
産
税
八
・
〇
U
万
円
、
其
の
他
 

一
・
〇
〇
万
円
、
合
計
三
一
・
〇
〇
万
円
 

程
度
見
込
ま
れ
ま
す
．
 

昭
和
二
十
八
年
度
に
於
て
は
固
定
資
産
税
 

・
村
民
税
及
び
鉱
産
税
具
の
他
で
一
O
〇
 

万
円
、
即
ち
村
税
総
額
三
一
・
〇
〇
万
円
 

程
慶
あ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

第
五
、
本
年
度
に
於
け
る
主
な
る
事
業
の
 

構
想
で
あ
り
ま
す
が
、
第
二
期
幹
線
道
路
 

の
改
修
計
画
を
本
予
算
に
二
〇
〇
万
円
計
 

上
い
た
し
ま
し
た
．
既
に
西
鉄
バ
ス
の
方
 

城
村
秦
入
も
数
次
の
接
渉
で
実
現
の
は
こ
 

び
に
な
つ
て
、
去
る
七
日
に
は
大
型
バ
ス
 

が
役
場
ま
で
上
つ
て
参
り
ま
し
た
実
情
か
 

ら
見
ま
し
て
、
是
非
一
日
も
早
く
実
現
い
 

た
し
た
い
と
考
え
ま
す
．
 

伊
方
校
特
別
鉱
害
復
旧
工
事
に
よ
る
本
館
 

改
築
は
、
目
下
交
部
省
と
援
渉
中
で
あ
り
 

ま
す
の
で
、
本
年
に
於
て
是
非
実
現
し
た
 

い
考
え
で
、
予
算
も
補
助
四
二
七
万
円
、
 

村
費
五
O
〇
万
円
、
合
計
九
二
七
万
円
は
 

要
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
．
 

多
年
懸
案
の
国
民
健
康
保
険
給
付
実
施
は
 

村
民
の
与
論
も
漸
く
沸
騰
し
、
且
議
会
各
 

位
の
御
意
向
も
尊
重
い
た
し
ま
し
て
愈
女
 

四
月
一
日
よ
り
給
付
開
始
の
は
と
び
に
、
 

目
下
着
大
事
務
の
整
備
を
や
つ
て
い
ま
 

す
．
文
化
国
家
と
し
て
憲
法
に
も
保
障
し
 

且
叉
化
村
と
し
て
各
種
事
業
に
先
端
を
行
 

く
方
城
村
と
し
て
、
こ
れ
が
実
施
は
当
然
 

の
事
と
考
え
ま
す
の
で
本
年
度
予
算
に
一
 

五
〇
万
円
の
特
別
会
計
繰
入
金
を
計
上
し
 

是
非
理
想
的
国
保
の
運
営
に
適
進
い
た
し
 

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
協
 

賛
を
願
い
ま
す
．
 

青
年
学
級
に
つ
 
い
て
 

社
 
会
 
教
 
育
 
係
 

青
年
学
級
の
目
的
は
勤
労
青
年
の
た
め
に
 

教
育
の
機
会
を
均
等
に
与
え
、
青
年
の
人
．
 

格
の
陶
冶
・
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
の
 

基
本
的
知
識
・
技
能
の
研
修
を
図
り
、
併
 

せ
て
郷
土
交
化
の
創
造
を
期
す
る
こ
と
に
 

あ
る
が
、
高
い
教
養
と
文
化
の
香
り
豊
か
 

な
村
興
し
の
中
堅
人
を
養
成
す
る
．
こ
の
 

目
標
を
逮
成
す
る
た
め
、
昨
年
五
月
大
日
 

開
校
以
来
本
村
の
青
年
学
級
を
考
察
し
て
 

見
る
と
、
開
校
当
初
五
〇
名
か
ら
の
生
徒
 

も
月
を
経
る
に
従
つ
て
段
女
数
を
減
じ
、
 

現
在
で
は
一
〇
名
足
ら
ず
の
状
態
で
あ
り
 

此
の
点
当
局
と
し
て
も
資
任
を
痛
感
す
．
 

教
科
内
容
と
し
て
は
地
域
社
会
に
即
応
し
 

た
生
産
に
主
眼
を
お
い
て
、
農
業
関
系
は
 

実
地
指
導
に
よ
り
科
学
的
職
業
知
識
と
技
 

能
を
修
得
す
る
な
ど
、
可
な
r
の
成
績
を
 

挙
げ
て
い
る
事
は
講
師
と
し
て
農
業
改
良
 

普
及
員
並
農
業
指
導
員
を
擁
し
て
い
て
、
 

指
導
に
適
切
な
る
た
め
と
思
う
．
其
の
他
 

講
師
と
し
て
社
会
教
育
一
般
・
農
業
政
策
 

を
纂
出
、
主
事
・
村
政
・
選
挙
関
係
を
伸
 

島
課
長
・
社
会
福
祉
関
係
を
中
野
課
長
が
 

夫
大
担
当
し
、
各
科
目
毎
に
数
回
に
亘
り
 

講
演
、
時
間
数
に
し
て
一
日
制
六
時
間
と
 

し
て
ー
ケ
年
二
O
〇
時
間
以
上
修
得
す
る
 

こ
と
が
出
来
た
．
 

二
十
八
年
度
は
従
来
の
殆
ん
ど
農
業
主
体
 

の
教
科
内
容
を
改
定
し
て
、
青
年
学
級
に
 

対
す
る
指
針
を
与
え
る
事
の
重
要
性
に
鑑
 

み
、
農
業
一
本
に
限
定
さ
れ
す
、
鉱
業
関
 

係
・
機
械
関
係
等
、
職
業
教
育
の
教
材
を
 

取
入
れ
講
帥
の
充
実
に
よ
つ
て
一
年
間
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
制
と
一
週
間
ー
ー
ケ
月
 

の
時
間
割
を
作
製
レ
、
運
営
審
議
員
の
強
 

き
要
塁
に
添
う
可
く
努
力
、
具
体
案
と
し
 

て
は
公
民
館
事
業
計
画
に
よ
つ
て
実
施
す
 

る
心
算
で
あ
り
ま
す
．
 

⑥
青
年
学
級
規
則
抜
軍
と
教
育
課
程
案
に
 

寵
く
 

青
年
学
級
規
則
抜
葦
と
 

教
育
課
程
案
 社

会

教

育

係

 

一
、
開
設
の
目
的
 

新
制
中
学
卒
業
後
の
青
年
教
育
は
最
も
 

大
切
な
時
期
で
あ
り
、
上
級
学
校
に
進
 

学
し
な
い
青
少
年
の
た
め
に
（
労
働
基
 

準
法
に
よ
つ
て
就
業
の
出
来
な
い
空
白
 

期
間
）
社
会
人
と
し
て
職
業
人
と
し
て
 

の
基
本
的
知
識
・
技
能
の
研
修
特
に
地
 

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
自
王
的
「
議
 

力
を
酒
養
し
、
新
し
い
村
づ
く
り
の
責
 

任
と
義
務
を
果
す
ぺ
き
青
年
形
成
を
目
 

的
と
す
る
．
 

ニ
、
入
学
資
格
 

村
内
居
住
者
に
し
て
、
新
制
中
学
卒
業
 

の
青
少
年
、
男
子
は
公
民
館
に
、
女
子
 

は
技
芸
塾
で
授
業
す
る
．
 

三
、
教
育
課
程
 

1
、
社
会
科
 

農
村
社
会
の
問
題
 

2
，
電
気
科
、
一
般
電
気
の
知
識
 

3
、

交

化

科

 

国
語
の
正
し
い
読
み
方
、
使
い
方
、
 

現
代
文
学
の
鑑
賞
、
短
歌
や
俳
句
の
 

作
り
方
 

4
、
郷
土
の
問
題
 

郷
土
史
の
研
究
・
先
輩
・
偉
人
・
風
 

俗
習
慣
・
交
通
・
地
理
的
特
徴
等
に
 

つ
い
て
 

5
、
職
業
科
 

イ
、
農
 
業
 

日
本
の
農
業
・
農
家
の
構
成
・
農
 

業
人
ロ
・
労
働
・
経
済
・
財
産
・
 

郷
土
の
適
す
る
品
種
と
増
収
法
・
 

稲
作
・
麦
作
・
雑
穀
類
・
疏
菜
・
 

果
樹
・
畜
産
・
農
産
加
工
・
農
業
 

経
営
・
肥
料
・
土
壌
 

ロ
、
国
 
語
 

正
し
い
国
語
・
常
用
漢
字
・
楽
し
 

い
古
典
・
心
を
つ
な
ぐ
・
郷
土
の
 

」
蔽
人
 

ハ
、
数
 
学
 

測
量
と
地
図
の
見
方
・
統
計
グ
ラ
 

フ
の
読
み
方
・
作
り
方
・
珠
算
 

」
、
英
 
語
 

読
解
・
会
話
 

血 

ホ
、
家
庭
経
理
 

物
の
使
い
方
を
上
手
に
す
る
に
は
 

お
金
の
使
い
方
は
た
ら
き
方
 

6
、

家

庭

科

 

イ
、
洋
裁
・
初
歩
裁
断
と
継
方
・
働
 



ー
 
、
 

4
. 

、
 

Q
U
 

【hJ 
0
J
 

き
着
の
工
夫
・
種
類
と
着
用
心
得
 

ロ
、
和
裁
・
私
服
は
ど
の
程
度
必
要
 

か
私
服
ン
附
属
品
の
基
礎
知
識
・
 

作
業
着
 

ハ
、
育
児
・
乳
児
の
栄
養
と
母
体
の
 

保
護
・
験
才
家
族
の
協
刀
・
幼
児
 

の
心
理
及
び
身
体
の
発
達
に
つ
い
 

て
・
お
も
ち
や
の
選
ひ
万
と
遊
の
 

指
導
 

ニ
、
調
理
栄
養
 

栄
養
学
と
料
理
の
実
習
 

ホ
、
生
活
改
善
 

封
建
的
な
生
活
因
習
の
打
破
・
郷
 

土
生
活
の
む
だ
・
冠
婚
葬
祭
の
改
 

善
・
民
主
的
な
家
庭
生
活
の
設
計
 

7
、
芸
能
科
 

イ
、
手
 
芸
 

編
物
の
基
礎
的
知
識
と
そ
の
応
用
 

・
服
飾
 

ロ
、
茶
 
道
 

番
茶
の
立
て
方
、
茶
の
立
て
方
 

ハ
、
作
 
決
 

一
般
作
法
 

8
、
保
健
体
育
 

健
康
の
重
要
性
・
栄
養
・
レ
ク
リ
エ
 

1
シ
ョ
ン
・
住
居
の
衛
生
と
改
善
 

・
公
衆
衛
生
・
法
定
伝
染
病
に
つ
 

い
て
 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
参
議
 

院
議
員
通
常
選
挙
に
つ
い
て
 

四
月
＋
九
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
四
 

月
二
十
四
日
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
 

熱
行
さ
れ
る
と
と
に
決
定
し
た
．
 

民
主
政
治
の
基
盤
で
あ
る
選
挙
は
、
自
由
 

且
つ
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
 

r
ま
す
，
自
由
且
つ
公
正
な
選
挙
は
国
民
 

一
人
一
人
の
自
覚
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
．
選
挙
権
を
選
挙
民
が
良
心
に
従
い
 

公
共
の
福
祉
を
旨
と
し
て
行
使
す
る
と
と
 

に
よ
り
理
想
選
挙
の
実
現
を
は
か
る
べ
き
 

で
あ
る
．
 

次
に
今
回
選
挙
に
つ
い
て
の
皆
様
に
知
つ
 

て
置
い
て
蔵
奪
d
た
い
事
項
を
列
記
し
て
み
 

よ
う
．
 

一
、
補
充
選
畢
人
名
簿
 

1
、
名
簿
調
製
現
在
期
日
 

昭
和
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
 

2
、
名
簿
登
録
申
請
期
間
 

三
月
三
十
一
日
よ
り
四
月
大
日
ま
で
 

七
日
間
 

3
、
名
簿
登
録
申
請
方
法
 

選
挙
人
名
簿
双
藤
申
諸
書
に
依
り
役
 

場
内
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
す
る
 

も
の
と
す
る
 

4
、
名
簿
調
製
期
間
 

四
月
七
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で
」
百
 

間
 

5
、
名
簿
縦
覧
及
異
議
の
申
立
期
間
 

四
月
＋
日
か
ら
四
月
十
四
日
ま
で
五
 

日
間
 

6
、
異
議
の
決
定
期
間
 

異
議
申
立
を
受
け
た
日
か
ら
昭
和
一
一
 

十
八
年
四
月
十
大
日
ま
で
 

7
、
名
簿
確
定
期
四
月
十
七
日
 

ニ
、
補
充
選
奉
人
名
簿
に
登
載
さ
 

れ
る
も
の
 

1
、
昭
和
一
干
八
生
」
月
三
十
一
日
ま
 

で
に
満
二
」
4
4
に
達
し
、
三
ケ
月
以
 

上
在
村
の
者
、
す
な
わ
ち
昭
和
七
年
 

九
月
十
一
百
ー
昭
和
八
年
四
月
一
1
 

以
前
生
れ
の
者
 

2
、
昭
和
ニ
十
七
年
六
月
十
四
日
ー
昭
 

和
二
十
七
年
十
一
肩
三
十
一
日
ま
で
 

の
、
そ
の
町
村
に
引
続
き
住
所
を
有
 

す
る
者
 

3
、
昭
和
二
十
七
年
九
月
十
五
日
現
在
 

調
整
基
本
選
挙
人
名
簿
に
脱
漏
者
 

4
、
第
一
次
中
共
よ
り
引
揚
者
は
特
に
 

申
請
に
よ
り
登
載
さ
れ
る
事
に
な
り
 

ま
し
た
．
 

三
、
不
在
投
票
に
つ
い
て
 

不
在
者
投
票
管
理
者
の
管
理
す
る
、
投
 

票
を
記
載
す
ろ
場
所
（
役
場
）
に
お
い
 

て
の
み
行
う
こ
と
が
出
来
る
．
い
わ
ゆ
 

る
在
宅
投
票
は
出
来
な
い
．
 

法
第
四
十
九
条
四
項
の
指
定
場
所
 

三
菱
方
城
鉱
業
所
病
院
 

田
川
市
新
生
病
院
 

1
、
不
在
者
投
票
受
附
開
始
、
三
月
一
一
 

十
六
日
 

2
、
不
在
者
投
票
用
紙
及
封
筒
の
交
付
 

場
所
 

知
り
た
い
こ
と
 

田
 

島
 

生
 

吾
が
方
城
村
も
優
良
文
化
村
と
し
て
中
央
 

表
膨
を
う
け
、
全
国
稀
有
の
村
と
な
つ
た
 

わ
け
で
あ
る
が
、
吾
A
に
は
ま
だ
！
く
そ
 

ん
な
感
じ
が
ピ
ッ
タ
リ
来
な
い
．
な
る
程
 

二
月
六
日
の
朝
日
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
高
 

津
助
役
の
言
葉
を
考
え
合
せ
て
見
る
と
、
 

戦
前
の
村
の
状
態
と
終
戦
直
後
の
ニ
・
」
一
 

年
と
、
立
直
り
期
の
こ
、
三

・
四
年
の
状
 

況
は
か
な
り
変
つ
て
来
て
い
る
事
に
気
が
 

つ
く
、
自
然
的
に
進
歩
し
て
き
て
い
る
の
 

で
馴
染
す
ぎ
た
の
か
も
知
れ
な
い
．
 

然
L
吾
大
は
こ
れ
迄
の
段
階
に
満
足
す
る
 

こ
と
を
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
 

方
城
村
役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会
事
 

務
局
 

四
、
立
会
演
説
会
の
期
日
 

1
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
 

四
月
八
日
 
午
後
一
時
か
ら
伊
方
 

小
学
校
 

四
月
十
五
日
」
」
後
大
時
三
十
分
か
 

ら
同
右
 

2
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
 

四
月
十
二
日
 
午
後
一
時
か
ら
m
崎
 

小
学
校
 

四
月
十
」
百
 
午
後
六
時
三
十
分
金
 

田
小
学
校
 

五
、
其
の
他
 

衆
議
院
議
員
選
挙
 

四
月
十
九
日
 
午
前
七
時
ー
午
後
六
 

時
投
票
 

四
月
二
十
日
 
午
前
七
時
よ
り
開
票
 

参
議
院
議
員
 

四
月
二
十
四
日
 
午
前
七
時
ー
午
後
 

六
時
投
票
 

四
月
二
十
五
日
 
午
前
七
時
よ
り
開
 

票
 

・2

経
済
に
政
治
に
今
一
段
と
身
に
つ
け
 

る
事
が
望
ま
し
い
．
然
れ
ど
も
、
そ
わ
な
 

か
！
・
、
難
か
し
い
感
が
す
る
．
そ
こ
で
私
 

は
せ
め
て
自
分
達
の
村
の
（
‘
ジ
位
は
よ
く
 

知
り
、
批
判
の
出
来
る
位
に
は
な
り
た
い
 

と
思
う
が
、
こ
れ
も
自
常
生
活
の
追
風
に
 

押
れ
て
、
つ
い
！
く
、
素
通
り
す
る
事
の
如
 

何
に
多
い
か
、
そ
と
で
私
は
村
費
に
よ
り
 

録
音
器
か
備
え
、
 
村
議
会
・
 
農
業
委
員
 

会
・
教
音
委
員
会
等
寿
其
他
幾
多
の
重
要
 

な
審
議
機
関
の
状
況
と
実
態
を
知
り
得
た
 

な
ら
、
村
民
の
交
化
向
上
に
寄
与
す
る
も
 

の
大
な
り
ン
思
・
2
 

尚
又
こ
れ
は
村
行
政
に
も
大
な
る
プ
ラ
ス
 

と
な
る
事
は
必
定
（
考
え
、
も
し
私
の
夢
 

が
方
城
村
の
理
解
あ
る
方
大
の
支
援
に
よ
 

り
実
現
す
る
事
を
得
れ
ば
、
分
館
等
に
て
 

把
握
し
て
一
歩
A
大
村
の
建
設
と
唇
っ
よ
 

タ
の
一
時
を
録
音
に
依
る
村
政
の
状
況
を
 

”
っ
な
事
に
関
心
が
強
ま
る
と
思
う
．
 

納
税
完
納
強
調
月
間
趣
意
書
 

昭
和
二
十
四
年
ア
メ
リ
カ
の
シ
ヤ
ウ
プ
税
 

制
使
節
団
が
来
朝
さ
れ
、
税
財
政
の
根
本
 

的
改
革
に
つ
い
て
勧
告
が
な
さ
れ
、
昭
和
 

二
十
五
年
八
月
地
方
税
制
度
の
大
改
革
が
 

行
わ
れ
た
事
は
、
御
承
知
の
事
と
思
い
ま
 

す． 現
在
の
地
方
税
法
は
従
来
の
附
加
税
制
 

度
を
改
め
、
新
た
に
村
民
税
・
固
定
資
 

産
税
の
外
に
自
転
車
税
・
荷
車
税
・
電
 

気
ガ
ス
税
・
鉱
産
税
・
木
材
引
取
税
 

及
び
入
湯
税
が
創
設
さ
れ
、
村
独
自
の
責
 

任
に
お
い
て
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
と
な
つ
 

た
の
で
あ
り
ま
す
．
 

こ
れ
ら
の
税
収
入
は
歳
入
の
大
部
分
を
占
 

め
、
村
の
活
動
力
の
根
源
と
な
る
の
で
あ
 

り
ま
し
て
、
私
達
が
納
入
し
た
税
金
は
直
 

ち
に
道
路
の
改
修
・
学
校
の
増
築
そ
の
他
 

保
健
施
設
等
村
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
 

支
出
さ
れ
、
直
接
間
接
に
私
達
の
生
活
の
 

向
上
と
な
つ
て
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
 

す． 
若
し
税
金
を
滞
納
さ
れ
る
と
村
の
財
政
計
 

画
に
支
障
を
来
し
、
各
種
事
業
の
中
止
叉
 

は
取
止
め
を
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
結
果
 

と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
．
 

本
村
に
於
て
も
学
校
建
築
費
・
災
宥
復
旧
 

費
・
公
民
館
費
等
を
最
少
限
度
に
見
積
つ
 

て
も
約
壱
千
参
百
万
円
の
巨
額
に
達
す
る
 

膨
大
な
ス
予
算
壷
木
し
て
い
ろ
実
状
で
あ
 

り
ま
す
．
幸
い
に
し
て
本
村
は
皆
様
の
御
 

協
力
に
よ
り
村
税
の
徴
収
状
況
は
一
一
月
末
 

7
・ 

、『 

日
現
在
、
昭
和
二
十
七
年
度
分
の
滞
納
額
 

は
二
百
九
十
八
万
円
、
徴
税
成
績
八
六
％
 

を
木
し
て
居
り
他
町
村
に
比
較
し
ま
す
と
 

大
体
上
位
の
成
績
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
 

記
の
様
な
成
績
で
は
村
財
政
に
及
ぼ
す
影
 

響
は
極
め
て
大
き
い
の
で
あ
b
ま
す
．
昭
 

和
二
十
六
年
度
に
於
て
は
納
税
成
績
優
良
 

村
と
し
て
全
国
に
誇
つ
て
い
る
の
で
あ
り
 

ま
す
が
、
昭
和
二
十
七
年
度
に
於
て
も
之
 

を
持
続
し
、
尚
昨
年
よ
り
も
更
に
飛
躍
的
 

な
向
上
を
念
願
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
 

以
上
の
様
な
木
村
の
実
状
で
あ
り
ま
す
の
 

で
何
分
共
皆
き
ん
方
の
絶
大
な
る
御
協
力
 

を
仰
ぎ
度
い
の
で
あ
n
ま
す
．
 

と
の
意
味
に
於
き
ま
し
で
四
月
一
日
か
ら
 

四
月
三
十
日
ま
で
を
「
村
税
完
納
強
調
月
 

間
」
と
定
め
村
税
の
百
パ
1
セ
ン
ト
徴
収
 

を
目
途
と
し
プ
皆
様
の
厭
郷
心
に
訴
え
、
 

心
か
ら
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
プ
滞
納
の
 

一
掃
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
．
 

こ
の
際
未
だ
帥
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
進
 

ん
で
納
税
さ
れ
る
様
御
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
．
 

追
而
、
四
月
二
十
五
日
ま
で
r
税
金
を
完
 

納
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
止
む
シ
得
 

ず
国
税
徴
収
法
の
規
定
に
よ
り
、
財
産
差
 

押
処
牙
強
行
の
余
儀
な
い
状
態
に
立
ち
至
 

り
ま
す
の
で
、
右
指
定
期
限
ま
で
に
完
納
 

さ
れ
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
．
 

昭
和
一
干
八
年
四
月
一
日
 

方
 

城
‘
村
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I 

幸 

昭
和
二
十
八
年
度
 

公
 
民

舘

 係
 

公
民
舘
事
業
計
書
に
つ
い
て
 

二
十
八
年
匿
公
民
館
事
業
計
画
に
つ
い
て
 

大
綱
を
左
に
挙
げ
る
と
 

一
、
分
館
活
動
を
如
何
に
推
進
す
べ
き
か
 

ー
ケ
年
の
事
業
計
圃
書
を
提
出
さ
せ
る
 

緑
化
（
生
産
を
伴
う
）
に
重
点
を
お
き
 

特
に
産
業
部
門
の
活
動
に
期
待
、
運
営
 

審
議
員
の
現
地
視
察
に
依
つ
て
、
こ
れ
 

が
啓
蒙
に
努
力
す
る
．
 

二
、
青
年
学
級
の
充
実
に
つ
い
て
 

青
年
学
級
は
青
年
教
育
の
重
要
性
に
鑑
 

み
義
務
教
育
終
了
後
、
上
級
学
級
に
進
 

学
し
な
い
青
年
を
対
象
と
す
る
．
社
会
 

教
育
は
学
校
教
育
の
延
長
で
あ
る
．
教
 

科
内
容
も
従
来
の
農
業
、
王
体
を
改
定
し
 

て
、
更
に
鉱
業
・
機
械
関
係
等
職
業
教
 

育
教
材
を
取
入
れ
る
計
画
で
あ
る
．
 

三
、
成
人
祭
を
有
意
義
に
挙
行
す
る
に
は
 

相
米
よ
り
改
革
す
る
．
 

従
釆
の
例
を
見
る
と
該
当
者
の
身
体
検
 

査
・
体
格
検
査
を
実
施
後
挙
行
程
度
だ
 

つ
た
．
之
に
よ
つ
て
統
計
を
と
つ
て
体
 

位
向
上
を
計
る
よ
う
な
事
も
な
く
無
意
 

味
に
終
つ
て
い
た
の
で
、
今
後
は
良
く
 

考
慮
し
て
有
意
義
に
挙
行
す
る
．
 

四
、
敬
老
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
 

過
去
の
経
験
で
は
村
主
体
《
各
分
館
で
 

婦
人
会
主
催
の
二
方
法
を
と
つ
た
が
、
 

経
費
並
場
所
等
の
関
係
で
一
長
一
短
が
 

あ
り
、
今
年
は
四
・
五
月
頃
弁
城
・
伊
 

方
・
炭
砿
の
」
て
四
区
別
に
実
施
の
予
 

定
で
あ
る
．
 

五
、
視
聴
覚
教
青
に
つ
い
て
 

昨
年
十
一
月
干
五
日
購
入
の
R
、
c
 

A
十
六
粍
映
写
機
並
ス
ピ
1
カ
ー
に
よ
 

つ
て
、
マ
ス
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
1
シ
ョ
ン
（
 

大
衆
通
報
）
の
方
法
を
通
じ
て
、
交
化
 

向
上
の
た
め
現
在
活
動
し
て
い
る
が
今
 

一
層
努
力
す
る
．
 

六
、
婦
人
会
・
青
年
団
活
動
の
促
進
に
つ
 

い
て
 

婦
人
会
の
活
動
状
況
は
概
ね
良
好
で
成
 

績
も
上
つ
て
い
る
が
、
青
年
団
に
遣
憾
 

の
点
が
あ
り
、
二
、
支
部
制
に
し
プ
団
 

結
を
計
り
協
議
事
項
は
公
民
館
で
縄
め
 

る
よ
う
に
す
る
．
 

七
、
少
年
団
活
動
及
B
s

・
G

・
s
活
動
 

促
進
に
つ
い
て
知
能
犯
の
減
少
に
反
し
 

て
性
問
題
が
多
く
な
つ
た
の
で
、
万
全
 

の
策
を
講
ず
．
 

八
、
図
轡
館
活
動
就
中
、
巡
回
交
庫
の
利
 

用
促
進
に
つ
い
て
 

農
業
関
係
の
平
易
な
図
書
を
購
入
、
プ
 

ッ
ク
モ
ピ
ル
の
活
動
実
施
 

九
、
児
童
遊
園
地
に
つ
い
て
 

方
城
炭
砿
大
・
五
・
三
区
の
三
ケ
所
に
 

設
買
案
、
日
高
尽
薗
の
再
興
及
赤
阪
八
 

幡
を
中
心
と
し
た
公
園
の
具
体
化
を
計
 

る． 
消
費
者
の
皆
様
え
 

今
般
政
府
の
指
木
に
よ
り
ま
し
て
 

一
、
米
穀
週
帳
の
整
理
 

①

年

四

回

 
議皆難の整理を 

②
こ
の
場
合
 

イ
、
配
給
を
受
け
て
い
な
い
分
の
お
 

米
は
打
切
ら
れ
ま
す
 

ロ
、
二
月
分
の
配
給
で
先
渡
五
日
分
 

〔
米
の
み
）
に
調
整
配
給
し
、
三
 

月
か
ら
先
渡
け
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
 

ニ
、
三
月
以
降
異
動
さ
れ
る
場
合
 

①
皆
さ
ん
の
う
ち
で
転
出
さ
れ
る
時
は
 

そ
の
月
の
配
給
分
の
米
を
全
量
受
け
 

て
行
つ
て
下
さ
い
．
 

②
配
給
を
受
け
な
い
で
転
出
し
ま
す
と
 

そ
の
月
分
の
お
米
は
打
切
り
と
な
つ
 

て
し
ま
い
ま
す
．
 

昭
和
】
干
八
生
一
月
十
ー
ハ
日
 

方
城
村
役
揚
配
給
係
 

新
入
学
 

生
徒
に
つ
い
て
 

周
知
の
こ
と
み
思
う
が
日
本
の
人
ロ
は
世
 

界
第
五
位
で
あ
る
．
 

之
を
戦
前
と
比
較
し
て
見
る
と
昭
和
十
五
 

年
の
七
・
二
五
四
万
人
に
対
し
て
、
昭
和
 

二
十
年
は
戦
争
に
依
つ
て
幾
分
減
少
の
傾
 

向
が
あ
り
七
こ
】
〇
〇
万
人
に
減
じ
ら
れ
 

た
が
、
終
戦
後
復
員
者
並
海
外
よ
り
の
引
 

揚
者
等
の
増
加
に
伴
い
、
昭
和
二
十
五
年
 

に
は
八
・
三
二
〇
万
人
と
な
り
、
現
在
で
 

は
八
・
五
〇
〇
万
人
を
突
破
す
る
増
加
の
 

一
途
を
辿
つ
て
い
る
．
村
新
入
学
生
徒
に
 

つ
い
て
三
月
二
十
日
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
 

依
る
と
、
伊
方
校
区
で
一
三
ハ
ln
名
、
弁
城
 

校
区
で
六
四
ク
邸
m
四
二
七
名
と
な
り
、
昨
 

年
入
学
生
徒
二
五
八
名
に
比
較
し
て
一
」
ハ
 

九
名
の
増
加
と
な
つ
て
お
0
、
三
学
級
の
 

増
級
と
な
る
・
尚
亦
金
田
砿
社
宅
移
転
に
 

伴
い
日
大
数
名
の
就
学
者
も
あ
り
四
月
入
 

学
ま
で
に
は
尚
数
十
名
の
増
加
が
あ
る
と
 

見
て
い
ス
％
 

よ
い
肥
料
を
選
び
ま
し
よ
う
 

農
家
の
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
は
買
つ
た
肥
科
 

が
作
物
に
有
害
な
も
の
で
あ
つ
た
り
、
土
 

や
砂
等
の
不
必
要
な
も
の
が
入
つ
た
り
す
 

る
と
と
を
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
 

か． 
今
後
の
肥
料
の
購
入
に
は
こ
う
し
か
質
の
 

面
を
大
い
に
考
え
た
う
え
、
優
良
な
肥
料
 

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
．
 

さ
て
そ
の
選
び
方
で
す
が
、
何
と
い
つ
て
 

も
第
 
に
着
眼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
 

は
眠
や
紙
袋
に
つ
い
て
い
る
 

（生産業者の場合） 

o 

生産業者保証票 

『
保
証
票
』
で
す
．
 

一
、
保
置
票
と
は
 

保
証
票
は
肥
料
生
産
業
者
が
責
任
を
も
つ
 

て
、
そ
の
肥
料
の
有
功
成
分
の
含
有
量
と
 

か
正
味
重
量
を
保
証
し
て
い
る
票
紙
の
と
 

と
で
、
臥
に
し
ば
り
つ
け
て
あ
つ
た
り
、
 

吠
の
耳
に
さ
し
」
」
ん
で
あ
つ
た
り
、
紙
袋
 

の
衷
面
に
は
つ
て
あ
つ
た
り
し
て
皆
さ
ん
 

の
目
に
す
ぐ
お
ま
る
も
の
で
す
．
そ
の
正
 

し
い
モ
デ
ル
は
左
図
の
通
り
で
す
．
 一

 

登 録 番 号 

肥料の名称 

保証成分量 （%) 

正 味 重 量 

生産した年月 

生産業者の氏名又は名称及び住 

所 

生産した事業場の名称及び所在 

地 

‘

ー

！

‘

一

 

C
 

c
 

りー 

り】 

と
の
外
保
証
票
に
は
「
輸
入
業
者
保
証
票
 

」 
「
販
売
業
者
保
証
票
」
 
「
仮
登
録
生
産
 

（
輸
入
）
業
者
保
証
票
」
 
「
規
格
外
肥
料
 

保
証
票
」
が
あ
り
ま
す
が
、
何
れ
も
右
の
 

モ
デ
ル
と
同
じ
で
「
仮
賢
録
四
料
」
（
新
 

ら
し
く
登
場
し
た
肥
料
）
は
赤
斜
線
入
「
 

規
格
外
肥
料
」
は
赤
紙
と
な
つ
て
い
ま
す
 

ニ
、
登
録
肥
料
で
あ
る
か
 

ど
う
か
 

肥
料
は
農
林
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
 

署
録
（
仮
登
録
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
 

い
ま
す
の
で
、
も
し
第
者
に
不
審
が
あ
る
 

~ 

7.2cm 

な
ら
ば
普
及
員
な
ど
r
相
談
し
て
県
庁
で
 

調
べ
て
も
ら
う
と
、
そ
の
肥
料
が
登
録
さ
 

れ
て
い
る
か
い
な
い
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
 

す． 
三
、
保
縄
票
の
つ
い
て
い
 

な
い
肥
料
 

普
通
の
肥
料
は
皆
前
記
の
登
録
を
う
け
、
 

保
証
票
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
農
家
 

の
皆
さ
ん
が
肉
眼
で
判
定
の
つ
く
〈
思
わ
 

れ
る
．
魚
類
・
干
蚕
蝋
・
水
産
動
物
質
肥
 

料
・
大
一
只
粕
・
肉
粕
・
米
糠
（
以
上
粉
末
 

で
な
い
も
の
）
灰
類
・
鶏
糞
等
に
つ
い
て
 

は
保
証
票
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
購
 

入
に
際
し
て
は
十
分
皆
さ
ん
の
経
験
で
判
 

断
と
又
、
疑
惑
の
点
な
ど
は
農
業
会
館
実
 

験
所
を
利
用
致
し
ま
し
よ
う
．
 

於
実
験
室
 
白

石

記

 

麦
ワ
ラ
の
ゆ
く
え
 

長

尾

智

代

喜

 

川
の
ふ
ち
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
麦
ワ
ラ
を
 

見
て
こ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
た
．
そ
れ
 

は
麦
刈
り
が
終
つ
て
田
が
耕
さ
れ
る
前
に
 

麦
跡
の
雑
草
の
種
子
を
焼
き
殺
す
目
的
か
 

？
で
、
田
全
面
に
麦
ワ
ラ
を
拡
げ
で
燃
や
 

す
習
慣
で
あ
る
．
 

麦
ワ
ラ
・
稲
ワ
ラ
は
農
家
の
堆
肥
材
料
と
 

し
て
最
も
手
近
か
に
得
ら
れ
る
唯
一
の
も
 

の
で
あ
る
．
堆
厩
肥
は
地
力
携
養
に
欠
ぐ
 

こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
、
堆
麻
肥
な
し
に
 

は
農
作
物
の
増
産
は
不
可
能
と
も
云
い
う
 

る
．
米
作
口
呆
一
等
の
多
収
穫
の
共
進
会
 

の
出
品
田
が
、
深
耕
と
堆
厩
肥
の
増
施
に
 

努
力
し
て
い
る
の
は
一
般
の
よ
く
知
る
処
 

で
あ
る
．
此
の
大
切
な
堆
肥
源
を
、
た
だ
 

・
雑
草
の
種
子
を
殺
す
た
め
、
そ
れ
も
効
果
 

の
は
つ
き
り
し
て
い
な
い
こ
と
に
焼
却
す
 

ろ
習
慣
に
不
服
を
感
す
る
．
 

麦
ワ
ラ
は
燃
え
る
と
其
の
中
に
含
ま
れ
て
 

い
る
窒
素
〇
・
六
五
％
、
麦
ワ
ラ
ー
O
（〕 

貫
中
窒
素
大
五
〇
匁
、
硫
妥
に
換
算
し
て
 

」
責
二
・
三
C
〇
匁
が
空
気
中
に
煙
と
共
 

に
失
わ
れ
る
．
い
く
ら
化
学
肥
料
が
思
う
 

侭
に
買
え
る
と
い
つ
て
、
好
ん
で
肥
料
を
 

捨
て
ろ
必
要
も
あ
る
ま
い
．
戦
後
食
糧
不
 

足
か
ら
開
拓
が
奨
励
さ
れ
入
植
し
か
農
家
 

の
人
A
が
、
堆
肥
源
の
草
が
な
い
た
め
春
 

先
に
木
の
芽
か
摘
ん
で
堆
肥
多
造
ろ
等
の
 

苦
心
か
聴
い
て
、
恵
ま
れ
過
ぎ
で
物
の
価
 

値
か
知
ら
な
い
本
地
方
の
麦
ワ
ラ
処
置
に
 

一
考
を
促
し
た
い
．
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報
 

時
 

舘
 

民
 

公
 

村
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方
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四
月
の
農
事
メ
モ
 

麦
 
病
中
膏
山
間
・
平
坦
部
の
日
照
時
 

間
の
少
い
処
や
、
窒
素
過
多
の
麦
に
は
白
 

渋
病
が
発
生
し
易
い
．
又
、
各
種
鋳
病
が
 

全
般
的
に
発
生
す
る
時
期
で
あ
る
か
ら
、
 

圃
場
を
見
廻
り
必
要
に
応
じ
薬
剤
撒
布
を
 

行
っ
．
薬
剤
は
石
灰
硫
黄
合
剤
や
ダ
イ
セ
 

ン
等
で
農
業
会
館
に
準
備
し
て
い
る
．
 

疏
菜
 
馬
鈴
薯
H
発
芽
後
早
目
に
芽
掻
 

ぎ
口
一
上
「
本
と
す
る
）
及
ぴ
追
肥
（
反
 

当
硫
安
三
ー
四
貫
、
又
は
下
肥
一
四
〇
貫
 

内
外
を
施
す
）
を
行
う
。
中
耕
＋
害
は
馬
 

鈴
署
の
根
を
切
ら
ぬ
よ
え
又
土
寄
の
際
 

馬
鈴
薯
の
葉
の
上
に
土
を
か
ぶ
せ
ぬ
よ
う
 

注
怠
す
る
．
 

果
菜
類
の
苗
の
処
理
I
ト
マ
ト
・
ナ
 

ス
・
キ
ウ
リ
・
カ
ボ
チ
ヤ
等
の
定
植
準
備
 

と
し
て
、
苗
床
の
障
子
を
徐
A
に
開
放
し
 

て
直
射
光
線
に
馴
し
、
葉
肉
の
厚
い
葉
緑
 

素
の
多
い
強
剛
な
苗
を
作
る
．
尚
定
植
前
 

十
四
日
位
を
標
準
に
ズ
ラ
ツ
又
は
根
廻
し
 

を
行
い
定
植
の
植
傷
み
を
少
く
す
る
．
 

果
菜
類
の
定
植
期
H
従
来
、
コ
ョ
ミ
に
 

よ
つ
て
農
作
業
の
適
期
を
決
定
し
て
い
た
 

が
、
作
物
の
生
育
に
最
も
大
き
い
影
響
を
 

及
ぼ
す
も
の
は
気
象
等
の
環
境
で
あ
る
か
 

ら、 

作
物
の
生
態
を
よ
く
研
究
し
て
農
 

作
業
の
適
期
を
決
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
 

い． 果
菜
類
の
定
植
期
は
何
に
よ
つ
て
き
め
 

ら
れ
る
か
を
考
え
る
と
、
先
づ
定
植
後
苗
 

が
活
着
し
根
が
伸
長
し
得
る
地
温
が
あ
る
 

か
否
か
と
、
地
上
部
が
生
育
し
開
花
及
び
 

着
果
に
必
要
な
気
温
が
確
保
さ
れ
て
い
る
 

か
ど
う
か
で
あ
る
．
地
温
は
ト
マ
ト
で
は
 

三
度
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
先
 

づ
一
五
度
位
ほ
し
い
．
気
温
は
日
中
少
く
 

と
も
一
七
ー
一
八
度
、
で
き
れ
ば
ニ
〇
度
 

近
く
昇
る
こ
と
が
好
ま
し
い
．
本
村
に
於
 

い
て
こ
の
よ
！
っ
な
定
植
に
適
す
る
温
度
は
 

年
に
よ
つ
て
異
る
が
普
通
四
月
中
旬
か
ら
 

五
月
上
旬
で
な
い
と
確
保
さ
れ
な
い
。
従
 

つ
て
南
瓜
は
四
月
中
旬
、
ト
マ
ト
は
四
月
 

下
旬
、
胡
瓜
・
ナ
ス
は
五
月
上
旬
を
標
準
 

と
し
て
其
の
年
の
気
温
の
高
低
に
よ
り
加
 

減
す
る
．
．
 

・ 

果
莱
類
の
定
植
廿
植
傷
み
を
最
少
限
に
 

く
い
と
め
る
た
め
、
早
期
の
定
植
は
鞍
築
 

を
行
い
、
鞍
の
北
側
を
高
く
南
側
を
低
く
 

傾
斜
を
つ
け
、
 
植
穴
は
前
日
に
掘
つ
て
 

底
を
あ
た
た
め
る
等
の
地
温
の
上
昇
を
図
 

る
．
又
雨
天
の
定
植
や
深
植
は
結
果
が
悪
 

い
．
し
か
し
定
植
に
必
要
な
地
温
が
充
分
 

得
ら
れ
る
時
期
に
は
以
上
の
処
置
の
必
要
 

は
な
い
．
定
植
後
は
速
効
性
の
窒
素
肥
料
 

を
潜
水
中
に
極
く
薄
く
と
か
し
て
施
し
活
 

着
を
促
す
．
 

果
菜
類
の
元
肥
廿
果
菜
類
に
施
肥
す
る
 

元
肥
の
反
当
基
準
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
 

ナ
 
ス
 

ト
マ
ト
 

キ
ウ
リ
 

堆
肥
 
三
〇
〇
貫

」
6
O
貫
一
二
叉
U
貫
 

硫
安
 

五
 

五
 

六
 

下
肥
一
〇
〇
 

五
O
 

五
o
 

過
石
 

五
 

六
 

五
 

塩
加
 

三
 

三
 

五
 

（
農
業
改
良
普
及
員
）
 

東
 

発
太
 

う
ち
け
ぶ
る
峰
は
雪
ら
し
大
根
吊
る
 

梅
杯
に
其
の
人
ら
し
く
見
か
け
た
る
 

111
宅
 
信
定
 

百
姓
の
大
煮
凝
り
や
か
，
り
鍋
 

徽
咲
け
る
排
気
坑
道
手
入
か
な
 

香
月
 
梅
郁
 

矢
大
臣
雪
解
雫
の
中
に
か
な
 

牛
車
ひ
き
梅
の
宰
府
に
苗
寄
進
 

篠
原
 
子
晃
 

猫
柳
知
ら
ぬ
故
郷
恋
ひ
戻
る
 

雨
止
ん
で
拡
声
機
鳴
る
梅
の
茶
屋
 

笠
 

鳴
海
 

霜
あ
び
て
を
り
外
燈
の
下
通
る
 

山
寺
の
氷
雨
降
る
こ
A
賑
か
に
 

中
原
 

一
線
 

春
泥
の
一
百
乾
き
に
ま
た
も
雨
 

乳
洞
の
中
に
焚
火
し
梅
探
ス
）
 

朝
田
 
律
子
 

恥
ら
ひ
つ
着
る
ち
や
ん
I
、
こ
病
め
る
吾
 

笑
は
れ
て
笑
ひ
返
し
て
ち
や
ん
ー
 

こ
 

久
保
南
風
子
 

旧
正
の
病
院
食
の
お
寿
司
か
な
 

見
舞
妻
春
日
に
焦
げ
て
た
の
も
し
く
 

加
来
 
冴
子
 

来
客
に
日
脚
の
ぷ
こ
と
う
れ
し
く
て
 

笹
子
鳴
く
大
日
輸
に
硫
る
 

堀
川
 
炭
舟
 

稽
古
事
再
び
始
め
日
脚
伸
ぶ
 

梅
林
の
奥
に
音
楽
遊
園
地
 

白
石
千
鶴
子
 

炭
れ
ば
ま
だ
肌
寒
き
犬
ふ
ぐ
り
 

寒
木
瓜
や
確
じ
く
ざ
く
に
安
養
寺
 

白
石
 
芝
山
 

ま
め
ノ
、
し
明
日
出
代
の
娘
と
見
え
す
 

額
き
つ
風
邪
寝
の
愚
痴
の
僧
を
診
る
 

逢
坂
 
逝
童
 

磐
石
に
は
り
つ
き
も
の
芽
に
ぎ
は
し
く
 

日
脚
伸
ぶ
鍬
に
も
た
れ
て
腹
減
つ
て
 

錦
辺
 
妙
子
 

子
と
別
れ
病
む
こ
と
久
し
猫
柳
 

三
月
の
玉
藻
手
に
し
て
病
よ
く
 

石
橋
 
梅
園
 

枯
木
宿
犬
が
ほ
ゆ
れ
ぱ
人
が
来
る
 

誰
彼
と
計
の
つ
y
く
こ
と
寒
ゆ
る
み
 

い
つ
頃
の
窯
な
り
し
や
と
梅
探
る
 

梅
崎
 
魁
陽
 

雛
飾
る
美
し
き
世
に
ま
た
会
ひ
ぬ
 

二
月
中
新
刊
書
 

小
池
 
新一一 

我
妻
 

栄
 

藤
田
 
信
勝
 

日
置
 
昌一 

下
中
弥
三
郎
 

細
川
 
護
貞
 

高
木
 
健
夫
 

高
村
光
太
郎
 

石
坂
洋
次
郎
 

ク
 

源
氏
 
鶏
太
 

ク
 

北
川
 
千
代
 

水
島
あ
や
め
 

大
木
 
惇
夫
 

那
須
 
辰
造
 

本
間
 
久
雄
 

世
界
の
現
代
建
築
 

新
法
律
学
辞
典
 

生
き
て
い
る
西
洋
紙
 

も
の
し
り
事
典
 
二
巻
 

世
界
歴
更
事
典
第
 14 
巻
 

情
報
天
皇
に
達
せ
ず
 

下
巻
 

続
、
生
き
て
い
る
日
本
 

史
 

高
村
光
太
郎
選
集
 

丘
は
花
ざ
か
り
 

若
い
人
 

一
等
サ
ラ
リ
1
マ
ン
 

続
一
等
サ
ラ
リ
1
マ
ン
 

ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
物
語
 

家
な
き
娘
 

シ
エ
ク
ス
ピ
ア
名
作
選
 

ド
ン
キ
・
ホ
ー
テ
 

ホ
メ
ロ
ス
物
語
 

雛
の
夜
の
と
く
1
く
、
更
く
る
こ
と
惜
し
く
 

初
蝶
と
発
せ
し
言
の
妻
と
同
時
 

白
石
天
留
翁
 

座
布
団
を
こ
ろ
が
り
出
し
年
の
豆
 

靴
の
紐
結
ぶ
手
許
の
年
の
一
豆
 

姑
似
と
云
は
れ
な
が
ら
に
藁
仕
事
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ルーム .
 2月ブツク 

開館日数 

23 日 

友の会 
新登録 

学生 7 

一般 1 

計 S 

利用‘された書物 掛数I 緯
 
吏
噴
業
業
生
徒
他
職
 

館
 
1
ニ
‘
一
三
A
一づI

一
そ
1
，
」
 

，」 

公
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